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I 問題の限定

近年韓国で行なわれている「セマウル溜動」は，

新しい村づくりの運動，新しい人間づくりの運動，

新しい国づくりの運動であるといわれてνる。

もともとは，豊かで住みよい農漁村の遺設とい

うことから出発したセマウル運動が， 3年ほどの

聞に崩すから都市にも広められ，経済的な側面だ

けでなく，社会，文イむといった人間生活の多様な

面を含む運動とな・）ごいる。したがって‘韓国の

社会に大きな影響を及ぼしつつあり，さまざまな

面ーからアプローチするごとができるし，また必要

でもあると思う。

とこでは，この運動がどのよろな運動であるか

を紹介しつつ，その展開過程をあとづ付， 1970年

代に入ってセマウlレ運動が起こされるようになっ

た背景につし、て， I司内，国外の両鼠I］面か人検討し，

最後に，韓国の農村が直面している問題に言及し

fこL、。

なお，この運動は漁村でも行なわれているが，
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ここでは，引用や一部の統計を除いて，農民，農

村という言葉tこj魚民，漁析も含ませることにした。

韓国の漁民は，農林水産業就業者中 5%程度であ

る。

II セマウノレ溜動の経過

1. 試験段階

韓関では，大統領出席の下に地方長官会議（道

知事の会議〉や市長・郡守会議がしばしば聞かjl 

る。とのような会議のーっとして， 1970年4月に

聞かれた地方長官会議において，大統領は，農漁

民が自助・自立・協同の精神にたって，豊かな生

活を営めるようになる方議を研究せよという主旨

の指示を行なった位。。これが，セマウル運動小

発端とされている。

大統領の指示にもとづいて内務部ポ一つの計凶j

を立案した。それによれば， 1970年10月から翌年

の6月までの農閑期を利用し，この期間に全国3

万3000余の各マウル世2）ごとに，造林，道路拡張．

堤防補修，共同井戸の補修・新設，共同洗濯場の

補修・新設など，主として生活環境を改善する手

業をqr心として，各種の卒業を行た←｝こ二とに午｝

ており，そのために必要な資材として，各マウル

当り 335袋ので dントを政府の負担で提供すると

いうものであった。

これが試験段階であるが‘この期間に投入され

た資金は総額 122億ウォンと見積もられている
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上L、）；k,それぞれの、叶ル，／）独自の努力によ J 》て．トf¥:HCit 3）。そのうち政府が負担1した額は L: ' :,,, 

ill~ をあけ、ごい f二マ 17 ,vであったということをみてよびその他の資材の41{1さ；ウ寸ンであ，｝たぺ残りの

5生5まな批判カ‘予想されるものである→＇ J JJ1動力噌81 {Jむウォンは良民が負初した士jむ

ともかくこの運動は，上述のような大ント以外の資材などで，総投入·~%寄fjU)(i6. 41；.も：こ し方、L、

内主人協同の

fl'H中I ＼二上って， fJ：かよ亡生活ができる上うにし工

行＇＇.，.、う三どを：目標として lH発したのむあ， ＇た、

「IH仏統領の良民（象を前提と l,これに kって達成されたj：要な事業山

f :t!:1，、をu,,10好成主主とJU：立は第 1去のとおけで司

さf.t,てL、る。

している。

「1,;h同の精神｜がーペ（／）住ど 1な、ていふ

ニEノシ「） ；毘十：jiこ伝え人れているさま S:!:.Jみに

ごL亡、この上うに，，J担iii円以初の段階におL、て、員j元

’ーい－
－こ yiよ‘長ギi:c 千－

九 f」，の生活環境改：t事業がとりあげられ奄

ff; i川、）~~民（／）相互扶助川慣習を現代iこ生かすことのヰ1企業ど Lては住民の！J己負担率が；＼＇.＇ i＇‘、七のにな

っているととは、大統音えの"ffえむを反映Lたしの

である。

大きな日！！禁をi主hえできる Eいよ）点に石二fl：て上リ，

した三ど ，＇；： 示 jーも（／）である η

民民がm1，司で身近it~'tJ占守主"l:.ーに；と，.1ヲナ三 ：，！） ：て，しi工L;正投l¥:''.',大統領は 1960年代を通じて，

J{,\'~ t~ jキL, J主民にやればできるのだという 1"1Lこれらの大tfG領v')lie,; 設村について語っているの

ょとJL を七たせることに上って精神改革を実現し，をみると，緯！司の雲氏；土諦念が強く， j主耳x'i'主人：へ自

'ti叶有で，他人への依頼心が強く， j苫l［可欲がf田 f
, J_ ' ' ')i Tると L、ろ ／j・(i:！七位：lつr,',JJ・.，戸1rn♂〕増大

」℃がちえらhてし、る r}J:5 ¥ 
j主に入りひ・k.，イこり．かけととに熱中 L‘無｝，（力、

~ti,f,·環J~改書事業をとりあげたこと，二；itが，
という？でく 11-i:t主的：.i:イ無失llが支配していて L、ふ，

工業化政策

2 ,f(t見して L、る韓同政府と L-c ft, jをにも述ベミシ

t －~）ト二；t林水産業には投資を少なくせざるをえな

t；ミ民の r\6~r負担（［）l''fl由で1勺る外どが，

臼－－.，＇！.，

｜合！日ji：強；；1.~ Lたけj1 ばt；.「、な＇.＇というけ：；児にあ，；：，

こども事実である c

いと

このような大統領内良民保に ＇） ・，、 C(t、たとえ

ばゾウん新聞杜裕行（I）『七、 ,717 11_・；，電動τ「（19,:l午2

JJ）の 中江 H正秀た／J立~.：立を」勺：すた γ 匂 ！ l ど L て 41

（／）＇吾作 1］が紹介3れているなかで‘ス（｝七でが，，1.く；土

'・-：，－・をもっーと＇＇ 7之、ことキ~;j，均、る UI.r ・l0 

1950年代かん、おそくむ1960年代J）後、J＇：までに．

第 1次計画2. 
( 1p_(,',:: 1,0()() r'1 ・,j : 』；机りを討し＇） ・1, ::r実？：；

{~[ 4~ ；十山t Ii川 j:I 

第 1；哀

おJ；火山rljjは1971年11月から有年九 JJ末主で円

二しり時期の初期には，まだ「寸三期間が設定された。

という言葉は定者LてL、なかった。マ r'.7，，，運動｜

セ～’ r'7;I_事業と L、う言葉は広ぬな了・存業に

わた，－，てイ~＊＇れるようになソ fこ。

おl;;; ／＼両iの内容をみると①文教部 文化公報

世会保健部が問係する精神開発および生活態、,i'G. 
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内持部がrjJ心となる生活環境改苦事業の三つに大

Zう

⑨農林部の行なう所得増大事業，↑E改γ；：－1：業，

M:P,Jr''ll'J5if五『 t・ ，・～1>1'1,1::r 1971, (I l¥J1il 
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別されている。これをλれは‘各官庁が農村で行

なう大部分の行政iこセマウ I［，の名がかぶせられる

ようにな ，－， tことし、 Jγζ よいであんう。

これら三つに大別される事業のうわ. （訟の生出

環境改苦工事業が，この運動の中心をなすものであ

らυ この事業の実施には，：全｛孟13万3'.2f:i7-riう1[,(/) 

約半数iこ吋る 1万6600マウルが選i土、れてその対象

となった。はかに，日発的に参加するマ巾1,/J; 

6000あまりでてきて、合計2万三70持マウノしにな／》

たとされている。

選ばれたマウノレに対しては，政府がセメント500

袋と鉄筋1トンずつを提供した。 叶 2レの選抜ーに

は．住民の団結と意欲．指導者の穴j量i，前述の試

験段階における事業成績が基準とな，＇た。

m11泊 セマ内；t,j運動の推進、協力機構

。CI旦可
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二円ような選抜方式がとじれたのもまた，大統

領のニ汚えの反日央とみることができる。たとえば，

二円運動が開始される以前、 1970年 3月に行なわ

れた市：長・郡守会議において，大統領はつぎのよ

ろに述べている。 「今後，政府が農村に投資する

に際しては，住民の自助精神‘参与意識，協同心，

同結心，勤労精神が旺盛な農民に優先的に投資し

なければならない。なぜなら，そのような農民に

のみ役資の効果が現われるからであるコすべての

ことを他人にのみ頼り，政府にのみ依存する，自

助情神の薄弱な農民には，投資したところで成果

があじわれないのである」 (it6＼この考え方は，

前述した大統領の農民像と関連するもので‘ 1972

年 3月の地方長官会議ではさらに‘過去の農村政

策におL、ては，公平を期すと L、うことから，農村

に対する支援を一律に行なってきたが，これは誤

りであった。セマ内ル運動においても，学校と同

じ上うに．勤勉に努力L、よい成績をあげた－：： 17 

1：..は進級L. 政府が＼－、，ラそう支援を強化するが司

成績のよくないマ内 yレは，落第しなければな円な

こうすることこそが公平なのだ， という主干干

の発~をし てL、るn

二の上ろに，第 l次計両の選抜方式や，つぎに

みる第 2次計両のマウルの 3段階区分方式は，い

ずれも大統領の考えを表わしたものであることが

わかる。

1972年に入る頃から，セマウル運動どいう呼び

かが定着してきた。この年の 3月には，運動を総

Ii'的，統 a的に推進十るという目的で「セマウル

運動中央協議会規定J（大統領令第引04号1が公布さ

れたハこれにも EJ丸、て、内務部に中央協議会が

設置されたのをはじめ，末端のマウルにいたるま

で、各段階のセマウ yレ運動推進，協力機構がつく

九れる上うになった（第 1国勢照〉。
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さらに，お 1次s；十両iヵベだわりにj迂ノ5，、た197'.2年5

J1頃から，セマウル運動は1970年代の近代化を象

徴する民族的；事業であり、その意味におL、て 15・

161存命」 (J%l ff-5 )J Hi IJ iこ起こった，現大統領をrj1

心とする域オiケーテ γー）のZ宅d告をtl主示するもので

あるとされ，農村だけで行なわれるのでなく，全

li'J民的運動として展開しなければならなし、といわ

れるようになり，ぃ，そう主主大していく傾向を示

しfこO

また，この頃まで iJ"l助，自立唱協同」とし、 7

言葉がセマウル運動の精神を表わすものとして，

スローガン的に使われてきたが，しだい；二「勤勉，

内助，協同JとL、う三葉が多く使われるようにな

づてきた。これは，成功したマウルの事例を検討

すると，勤勉ということが重要な要因にな，， C＇、
るということからで，！司仁理由から，末端約一、P 内

ルにおける指導f首の役割が亘視され，指導脊＜｝）発

射，養成にも力を入れている。

第 1次計画は，以上の上うな経過の中で実施さ

れてきた。これに投入された資金：土政府関係の補

助が829億ウォン，農民の ri己負担がSlコ｛意ウォン

で，合計1341億ウォンiこ達している〈

しかし，この棋は．先1王竺述べた各官庁の事業

主をすべての合計である。そこでj央L、意味でのセ～
♂ 

ウ，1,i霊zすjとしてラ i勾務部がj管轄する三若業にi浪定し’

もう少L－：立ち入

内務部i羽｛系の事業i土，~道の建設‘吊根内改良

とマ内ル内道路の拡張，小河川改補修など多禄多

様な項Hを含む［セマウル育成事主 jJ〕三ぺか （，

Jなっている。

まず， ［セマウ ii.--育！走事業 jかれみると，事業

件数は約12万6000{4'，投入資金は政府関係30億，

農民負担83億， ft汁 113億ウォンという百十両であ

った。これに対し実績では事業件数で32万件と大

イtマウノiiil!ili）） と料民v良村

1j1話に！－-Ji日iったの主要な事業の実績は第 2表のとお

りであるつまたー投入資企の面でも中央財政かん

20億．地方財政からHi倍、ウォンが支出され，計同I

を6億 Iう寸ン超過している。農民の自己負担額は

資材、労働力などfl'わせて 23fifJ意内すンに達し、

その他に寄付および点：捨/.1三171百：ウォンあったれ 結

局総投入額 316億 lラオンのう t，，政府ロ〕支IHは3fi

億 17オ〉と 12%足じずにとどまっている。

つぎに屋根の改良につL、てみると，計画では22

万5000棟を目標とし‘中央財政から10億ウすン，

地方財政から約24億ウォンの支出を見込んでい

た。しかし，実請では40万棟が改良され，資金面

でも政府関係の支出41億ウォン，農民の白己負担

は87{1もう寸ンとされている。

「三枚改良には 1棟当り印刷）ウィーンの補助と 1}j 
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りの（lL.¥ A 4EI領は l7i7400•'.7 1＇・ンと見情も人れて

いたが，，10万棟で自己負担額87億ウオニとすれば

2万1800ウ寸ン；ff:く必要だったことになる。ただ，
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び）！｛~＼会：をしたとか，カげ弓 λ：3 スレ トぶきにする

ため，結局家公t本を， ）くりか之JJ.；工、なれなか p た

などの•ff 例も報告されており，：｝H((n 自己負析を

tHI¥ 1ーらとどはむずかしい

第，Hこ~道の建設につL 、ては， '1000 キロ L-J

Jl／ の計画に一社し，完結は7000午 iゴしート Jl,U、とに

なった。資金面では，測量、設計、資材など 1キ

ロメートノレ、~り 25万平均オンを政府が支出 L ，用地，

労働力はtt民の負担となっている（た丘、L守 l'I.I一川

’Jf；；古iこ/l, lり7:;q',l()J-J tl'J 主で〈りすのを；~む） o

日、tのように＇ 4';1?J：計画i1土予定を大きく超過

達成する実認をあげたが． 一次計i面！の末期に、りる

1972年存頃にi土、さま S：主な問題点指摘される上

うになった内大統領秘主宰で作成したrとマウノレ運

動の基本方向.nc19n年川どいふ小冊子でも， l相、11

な問題点のあるごとれ事実である｜ど認めていミ：， 0 

そとで‘主要な問題Eして指摘されている点をみ

る土次のどおりである行、ア',, 
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⑨多くの家屋や七地（政府集計で鴻万l;fとなっ？

L、る）が f：ヰ捨 jされたご去になっているが， 実

際はもっとちいと芳えられ、半ば強制的な「 ~t子ti

七あるわ

⑨行政機関の続争．マウノレ問の競争で．初期m

i，十回jを無視して無理tt：事業を行ない噌資金ペι資源

の不足が深刻化したο

④大部分のマウ Jレで，政府の補助以外iこ30～so

)Jウォンを使っておりラ資金ーがj罰；g状態、にあるω

⑨政府の支援（－l＇.＇；ト 500乳鉄筋 1ト：）が｜出［

ュ8

一l下jであゐ。

；な官に上る下向式運動となっており，公務員間

内競争は過熱状態で司何人かの公務員が過労のた

め殆］職した門農民にも過熱をもたらして 1ぜ、る。

（わ多くのセマ 17）レ指導者・が生支れたが司ごれれ

立につくじれた指導者は．運動の核となりうるかの

三Lη 上うな問題の指摘に対し、 ！？マ内ノレ運動の
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川I8 Jと述べている。

3, 第 2次計画
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ンの段資が予定され，な~ :'l ＇欠尽力年計両で農林水
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せて 1兆6421億ウ寸ンが司 5カ年計画期間に投資

されることになっている。ただ，事業内容は 4大

正（錦リ，栄1!1,1：治京：n一、決i仁川市域の総合開発

など大部分話＇； 3次 Sカ年，ll＇画に含まれているも c'J
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セマケルJfil苦手jj話三次計(il!)( 1付72年11月～1973年］（）
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2転換する国際情勢の激動期に処して，韓民族の
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しかし，他方において．セマウノL運動は過程や

手段より結果だけを重視する速成主義，物量主義

におちいっており，強迫性，強制性をともなって

いるという批判や政府や官庁が中心となって，農

民の自発性が弱く，受動的であるという指摘が多

いlヱか，画－・t生，外見重視主義なども批判されて

L、石川14＼こうした点を存え台わせると，農村社

会や農民の意識の変化tこっL、て速断することはで

きず，長期的にみなければならないと思う。

以上，セマウル運動の試験段階から第2次計画

終了時までの展開過程とおよその内容および韓国

での評価などについてみてきた。

つぎには，このような運動が， 1970年代に入っ

てなぜ起こされるよう tこなったのか，その背景を

すぎえてみよう。

Cl 1) 沈i融E事録 『f'I,'::, 、ノ必L、一朴正県大統

倣諸録』 ソウノレ 1972年5月 195へ－y。

〔112) ［マウノしJ': ＇、う tt事告は農漁村v＞自然村裕，

その 2～：， v'〕集合体，あるいは行政の米織の補助単位

的な地位にある旦，か］などを指す場合があり一様でな

L、。ただし，官庁がマウノレを数えるときは自然、村落で

あるつ

( ,! :I) 近年のドノしとツオンνJ交検斗、；立{1.；のとおり

三あ七（米ドル 1ドノレの対顕劣化湾事）。

1969年11月 3B :-l05. JO 

1971年 6月28B :m.制

1972年12月3011 399.70 

1974年12Jl7 iJ 485.00 

UH) 沈｛融j掌編 前掲番。車車問海外公報禽1『本トll.

！月＼＼大統傾の記者会見一一一1974.1. 18』などを参照。

C ii 5) 金玄玉内務部長ジ・，f','.li)jffj'，；：京iJli』1972年7

’， L 

( /16) 勝国農林部l a・ 'c .・ ，：，ノ： ir ＜みち』 ソY

ノL 1972年 7月 16ベー ν。

（（｜一 7) 「ノレポ・セマ，・， ,c j軍事11I （『新東亜』 1972年

7号）。

（注 8) 同上。

セ

C,；向） 海外公報館 『維新~"j! ＂主一；1 nn, ，成 l粍』 ソ

! •）レ 1973 ij', 

1. ,UO) 1972年10月17L'Iの大統制村山l(, I 〔文化公

峨部 『セ吋ウノレ運動』 ソウノレ 1973年 234ヘージ〕。

（出11) 1973年1月12El，大統鮒午頭記者会見の発

H・erセマウル運動』 235ベージ〉。

(/l:12) セマウノレ事業に含まれる事業総聞や，各'f.f

n"U〕管f.l；範闘が，資料によって与I＜なっており，投入資

；，と f /¥ fよってくる。ここでいラ 2 H,J'rl!J I・ bる場

（？山手い、事li閉の方をとることを原 l¥lJ I 

〔ill;-1) 丈化公報部『セマウ t運動〆f 1;¥,: y、J1972年

]:!I] /;i1，茶協同組合中央会『農1,-'l二:01：，」 197:l;I：日など

コ
一
／

01.:14〕 文化公報部 『言論人セ γ ウル産業視察結

fr綜合』 1973年11月， 『財政』 1974年8月号，『新東

町J1974年7号などによる。

皿セマウ／レ運動の背禁

1. 圏内面

七マウル運動の背景として，園内問題の側面と

対外的な側面とが考えられるが，最初に国内問題

からみていくことにしよう。

この点で最も重要なことは， 1960年代を通じて

の劇ずの変化である。そこで，以下では農家所得，

農林水産業就業者，農家戸数，農家人llなどにど

のような変動が生じたかを検討する。

第 4表農家所得と都市勤労古家，]l所1£l

(1引す．巾オン）

A IB IC IDι  
農家名目｜勤労者家計！A/Bl%)1デプレイ農家実質
所得｜名目所得｜ ！ター 積得

1962 I 67 ,8851 ? I ? I 61. 4 , 110,562 
1963 I 93,1791 80,160 I 116.2 I 69.6 i 133,878 
19641125,6921 97,200 I 129.3 l 89.8 I 13θ，969 
1965 I 112,2011 112,560 I 99.7 I 1開 .oI 112,201 
1州民 I 1:10.176: 161,s20 I so.肘｜ ll2. l ' 116,125 
[l附7I 119、no 248,640 I ぬl1 126. 4 i 118,252 
1仲村内！ 178. 1r,9. 285,960 I 62. 而 145 . 7 I 1 22 ,827 
19的＇ 217ぷ74j 333，印01 あ .3 J日 2' 1:-17 ,721 

1970 2ss,so41 381,240 I 67 1 1st .Si 140,939 
1リ71 :l:5β，九回｜ 451,920 I 7自 () 2!H.81 174,869 

（出所） 鄭英一『韓関農業の構造変動』 〔アジア経

済研究所 1973年〉により作成。

（注〉 デフレイターは農家家計用品購入価格指数。
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l 干州1J1:f＼初Jltil n :1巳＇.京1可＼；｝v＇〕Jむい：；こit 

］（）的年代における古家主質所得山

速く〉えはな L、状態が材しいてL、る，，，

二c＇）よ、＇） tcょ、

L干l二村；：（？ムと、
；：お I；こ出家！；/Jf与をみよう。 r1ri i｝行号てん〉ふと江J

1次経済IRI花ら力年，[I-［山！の初年度i二、＇1’，：， 19日年，1,

：主家戸当り平均所得は 6万8000ウ4シであるが、

1次，；＋1}lij最終年の196G年トニi土13万ウ寸＞・になり 2
伴i帯何li'iJ~：‘ i';jl市勤労者家計所得にtr l <, HJJ.f止の

つぎにみるよう h畏林水産業就業者一低下が
さ九iこ第 2；欠5力年，J肩11j(nKiLi,f白.iiiくmJJllした。

民家戸数の減少をひき起こ

した大きな要［＇（ lになってい；るとみて上いであぞ〉

i二三泊三；二，ノ長林水産業就業者数の変動をみ

仁 ） （おS:f;ときと)Rl〕

J l)f51年円就業者数については連続Lfこ数字が件

1', 7. l /;_ ＼、だめ司 1%2年の増減は不明である。 1963

qーか：・J (i(iff主での 4年聞をみると，年によって用

耐えを＜ I）立してL、ら札全体と Lては167:i6000人

cl)/1或少で、 lf平均 •1 ・1;10川人あまり減少したこと

滑な減少やt＼家人iJ,

‘、 む

‘） 
込
司

、）｛
 

｝
 

（
、i
 

このIi¥], 1 !Hj;) t｝ミ；二前守二上 i)

1 /i4000ウ寸ンの減少を記録 Jるという宍変がよ勺

》／こが，他0'):ift土毎年1LI,riの増加を，JえL ·~· :;3 I), 

特に1971ffv'l増加が著しい（第，1i＜ちJl(j)

りに当る197llf.には35万6ぽ)0ウオ々となり、

・:ro) 2. 7杭if，こ述した。

l!Hiλ 

年を 100をするま家家汁用品購入価格指数で千ノ

レー 1、した実話所得をみようり気（14友；二工 h:J‘

1963年には前年より約2万3000ウォン的力11：たt、

このf/¥l物細のi二昇率も高いので，しかし，

,. J‘ 
,_  ／，ドノJ 0 

さ「パこ(i5午には 2/i8000ウ

寸ンも減少したため、 (i（）年になって ιとらやく臼｛f

の水準をどりもどした程1支fこすぎなかった。

νりの， 61年は4息子f:ifL, 

さ「ヲに‘活 2 次 5 り：￥~I 両期になると、 1970年

5年間山？？計では3(Y}jを例外と L く「丘年；r~j> L, 

:2000人、午平均6刀人も減少寸るよ行にごレヲた。

しかもこの減少を年齢層別にみると 11964年頃

以来急速にあらわれだした農業就業青の年齢構造ー

の変動は， 201＼青年層の持続的かっ急激な減少と，

毎年日If順調なl:¥'1加

を示し 1971年度には67年上り 5万7000fア，fンジ）

用加とな.) tニ乙｝入やはり 1964年のrJr清水q’zを［ri.liむ

したに「ぎなか寸た。

つぎに， ！｛~家所1＼｝が都rH勤労古、の家計所持とど

のよう le関係にあっただ人うか。；／H 去はi苅者♂〉

指2次 5カ年計両期iこは，

－
 

L
 

、－
L
i
 

〆、‘
 

:m代以｜；高齢闘の哨jJIIを内容としており、

し

山：＿＿. (i7;ftf（にな J 、どは30代年齢層の比重拡大 i_,

限界点iニ遣しご慣はい状態となり，，JO代以 I:I吾川

ム“：；え業青山，：'ii齢化”過程とみてよいどろう。
三hによれir, 1963～I.ii 

比j立拡大山上〉さりとあら士 ）れらことに k I ・c, 

iJ!k林水＇i：す；就Ycfi数の交到＼l)i.f,'1 ] , ()(JI）人：

l¥f ,;tt:·~1者数対（1i円＇！年間就業州制1）市

I :i, 17リ 19ti7 l ,Sl'.2」 is什
日.0'.21 1ら出 1 '168 4 , 8fi:¥ 円 Iii 
:, , ()f:4 ii:, 1969 4‘79:, Ll liS 
5,000 S4 1970 :,,8'.l-1 :11; 
:i ,01 :-l J:-1 1971 ,j、7（）斗，， ]2:i 

]11β!fl /ITTI: ;:1 :io:, 

年当II寺は農家所得が都市勤労者家計の所得をj二1,,1

つぐいたれ 196:=i年以降，両者の関係は逆転した／.＇＇

{fには都市勤労者ヲj(di・所得の60';6にすJなくな＇＇

l'flf系を示すものである。

実：； 5表

：叶Ii:!
：けlil

:%! 
I !!Ii:, 
l%1i ! 

j円吠，，I

これを実質所得で比較すれば，民家 n1i11｝；ょ

57%とさら；二j)I;,か，たり

その後ラ tl＼＇.：／ほの史家所得土台 λ；~j＼企業 (19柑＇ I i、：.1，年

や政府買入~と円 fillil名ヲ IJ ’.if (i川jりなどネ／；，.’日

/・ ，」.，

，：，，引1tfRirl'/f,舟；抗，：I :1 :,rn」（千；干1:1,,i';l,1•11 、l

民家｝刑：；の！削、そ；工年々 i司海i過程合fごと ，てL、る

が、 197J{flこ79%（実＇員JJri~~のiヒ絞れil7:,0υ ）， ]972 
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（出所〕 農協中央会『農数年鑑J]1973年。東亜日報
社『東亜年鍛』 1974年。

就業者の高齢化はー麗本格化するよ jiこなつにと

いえようj〔注1）という内容を含むものであった。

このため， i：業1Jljの就業者中におめる農林水序

業就業者の比率は低下しつづけ， 1971年には48.5

%と， 50%をド！凶るよう（.二なった。

第2次5カ年計画においては，藤林水産業就謀

者は，年平均1.9%ずつ糟加しつづけ， 1971年に

は605万8ぽ)0人に達するものと予測さ札てu、た。

ところが，現実には年平均 1.3%の割合で減少し

たため， 1971年の農林水産業就業者数は470万90川

人となり，当初の予測との聞に 134万9000人とい

う大きなギャゥフ．が生ずるととになりた。

このような，議林水産業就業者の減少にともな

い，農家人口や麗家戸数も減少した。

農家人口は. 1966年頃から減少しはじめ，第2

次5カ年計画期間の合計では 106万9000人，年平

均20万人以上とし！大幅な減少を不した。この結

果，総人口に対する農家人口の割合も， 1970年に

は約46%と50%を割ることになった（第6表参照）。

また，農家戸数i主， 1967年まで増加しつづけた

が， 1968年から減少に転じ，第2次5カ年計画期

には合計で7万2000戸が減少した。こjもを耕地mi

セマウノレ運動と幹回の農村

欄を基準とする階層別にみると「1963～68年間は，

0.5町歩宋満／曹は愈激な減少をみせてヤるが，そ

v'.l他の階層は前期に引き続き多少なりとも増加趣

勢を続けていることによって，総体的には農家戸

数の増加が続いた時期である。しかし， 68年以後

になっては，減少の主力は依然として零細農であ

るポ，どの階層を関わず，戸数は全般的に減少し

はじめ，治家戸数の減少が総体的な傾向として表

面化」（注2）するという状態になった。

以上のような農林水産業就業者，喪家人口，農

家戸数の減少は，工業化，産業構造の高度化をめ

ざLてきた韓国政府にとって，その傾向自体は歓

迎すべきことでであろう。

Lかし第2次5カ年計画期に入ると変化の速

！立がきわめて急激であり，農民の，階層を問わな

い総没落的現象が現われるようになっては放置で

きなかっただろうし他方において「1960年代の

農村人口の減少は，深刻な都市問題の根源」（注3

でもあった。

このような現象が現われるようにたった原因

は，何よりも 2度の経済5カ年計画を通じて，第

2次，第 3次産業部門への傾斜投資にあった。第

l次5カ年計画（当初計画〉においては，第 1次産

業部門への投資として司総投資額の17.2%を見込

んでいたの乙対し，実績は 9.8%にとどまり，第

2次5カ年計画においても，当初計画の16.3%に

対し，実請は 6.5%と，計画の半分の割合にも達

しなかった。

このような傾斜投資が，都市と崩すの格差を激

化し，農民の生産意欲を低下させ，離村を促し，

都市問題を深刻化させるという連聞が生じた。こ

れ；土また，工業成長自体の障害となり，社会的，

文化的な問題を起こしているということは韓国政

府自身も認めているところである。たしかに，韓
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国では1967～68{fと続けて大きなかんばつに見舞

われたがヲこれは， ;t主村人口流出の契機にすぎな

かった。

以上のようにみてくると，セマウル運動の背景

には，農村から都市への人口移動に，ともかくブ

レーキをかけなければならないという事吊ーがあっ

たといえよう。大統領も「今まで近代化されなか

ったため， ）~村の青年達が都市をjとめて Iilて行く

ようであるが，われわれがいま推進してL、るセマ

ウノレ運動が成功し，わが農村が住みよい宮路tr.畏

村になれば，士ム村の青年が者~汁i ：こ llIなL、だけでな

く，むしろ，都市に出ている青年たちも‘また故

郷にもどってくる現象が，必ず現れるだんう」

（住4）と期待している。

ただこれは、農林水産業就業者・の減少を阻止し

ようとするものではない。 1972年から始まった第

3次経済5カ年計両では，年平均 1.3%にのぼる

農林水産業就業者の減少を見込んでおり，それは

5年間の合i汁でが］30万人に相当するが，これらの

人びとを農村内で吸収しようとしたのが「 1面］

工場」の政策である。

2. 対外面

つぎに，対外的な背景としてはどのような問題

があったであろうか。

1960年代末から70年代初にかけて，母国をとり

まく国際関係は芯激に変動しはじめた。いま，主

要なものをあげてみても，ニクソン・ドクトリン

の発表，米中交流の開始，中国の国連復帰， 日中

国交回復などがある。

このような変化を，：建国政府はどのようにうけ

とめたであろうか。そのことをよく示す文章があ

るので，少し長いが引用してみよう。

「（上述のような変化は）一応平和を志向してい

るようでもある。しかし‘明らかなことは，すべ

34 

にの強大国が義理や名分よりも、臼同の利益金さ

き立たせていることである。

同家利益のためには，きのうの敵が今日の友と

なり，きのうの友邦が今日の敵国となることもあ

りうることである。

緊長緩和と L、う名のもとに、第三国やノl、さな匡l

が，内分の意志とは無関係に犠牲にされることも

ありうることである。

｜司際社会刊現実は冷酷なものである。持半島を

中心と十る日本，中国司アメ l）カ，、ノi主の勢力変

化と安全保障体制の変質は，（韓国にとす、っかえ

っ lこ大きな脅威となっており，議も二の地域で戦

争が丙発しないと保障することができない実情で

あるい

持半島周辺の荒波l土，結局，われわれの運命は‘

われわれの力でのり切らねばな「）ず，一日も早く

内主的な力をはぐくまねばならないという長重な

教訓を与えている。

国力が弱ければl請が傾き，国が栄えるためには

国力をはぐくまねばな九ないという歴史の教訓を

骨身にしみて感じさせる。

問題は国力を育てることにある」仙の

こうした認識にもとづき， 一方では朝鮮民主主

義人民共和国との聞で「南北赤卜字会談J 「南北

調節委員会Jの開催に合意し，他方では， 「総工j

＇，主保体制」 「国民総和」が強調されるようになっ

f-
j」。

J総力安保体制」「国民総和」は， 1971年12月，

朝鮮民主主義人民共和国が戦争準備を完了したと

L寸理由で「非常事態宣言」を行な＼ ', 「国家保

体i；こ閉する特別措置法」を制定して，大統領に「非

常大権」を与えるなどの措置がとられて以来のこ

とである。

この体制の中で強調されている点は，安全保障
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阻害要問の除去，国力の組織化，詩作j的民主主義

の土着化などである。

さらに， 1972年10月には，非常戒厳令をひき，

憲法を改め， 「維新体制」をつくったが，これは

「総、力安保体制Jのいっそうの強化であった。

このように， 1970年代の韓国の新体制は，直接

i'Y-.Jには朝鮮民主主義人民共和国との関連で，ある

いはそれを理由としてうちだされてさえものであ

る。

セマウル運動は，この「総力安保体制」，「維新

体制」の下で強調されている，上記の諸点と関連

づけられた運動である。この意味から，セマウノレ

運動の対外的な背景は，直接的には朝鮮民主主義

人民共和国との関係にあるということができる。

以上のようにセマウ＇＂運動の同内的および対外

的背景をとらえ，さらに iセマウ Jc,運動はすなわ

ち10月維新である。 10月維新はセマヴル運動であ

る」といった大統領の言葉を考えあわせると，セ

マワJレ運動は，現体制の下で重化学工業化，近代

化をはかり，朝鮮民主主義人民共和国との「対話

ある対決」を推進するための「総路線」となって

いることがわかる。したがって，セマウル運動は，

朝鮮民主主義人民共和国でね：会主義建設の f総路

線j とされている千里馬運動 千里馬作業班運

動と対応する関係にある。

このような観点からみるとき，千里馬運動が20

年の歴史をもっているのに，セマウル運動は 3年

程度という歴史の違い，また，一方は資本主義下

の重化学工業化，近代化をめざしているのに対し，

他方は社会主義，共産主義の建設をめざしている

などの違いはあるが，運動の構造においては類似

性を見いだすことができる。

すなわち，千里馬運動において国家主席や朝鮮

セマウノし運動と弱国白コ農村

労働党が果たす機能は，セマウル運動においては

大統領や政府・官僚機構が果たしていると L、う関

係にある。ただこの類似性は，厳密な比較上のこ

とではなく，大きな機能の分担上についての類似

性である。

Otl) 鄭英一 『韓国農業の構造変動』 アジア経

済研究所 1973年 75ベージ。

〔Ii2) i,ij上書 65ベージ。

〔iT3) i主；弘基 「韓国農村lL2二t、諸問題」（『財政』

1974"1 8 Jj ，；〕。

〔/14) 文化公報部『セマウノv 運動』 1973'1 271-

272ヘー：／。

（注5) 岡上書 24ベージ。
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現在，韓国ではセマウル運動が推進される中で，

第3次経済開発5カ年計画（1972～1976〕が実施

さhてL、る。

第3次6カ年計画の農業部門における主要な事

業として，水筒の濯瓶17万町歩，耕地整理26方7000

町歩， 4大江流域の総合開発， 3万8000台の耕転

機をはじめとする各種農業機械の導入などがあ

る。

投資の而でほ，総投資支出の13.5%が農林水産

部門に割り当てられる予定であり，初年度の実鎮

では10.8うらであった。

また，雇用の面では，農林水産業の就業者が5

年聞に 6.5%すなわち， 1971年の 470万9000人か

ら， 440万3000人へと30万6000人が減少し，その結

果，就業者の構成比でも1971年の48.5%から37%

程度まで10%あまりの低下が見込まれてし、る。

石油問題の発生以来，韓国経済をとりまく条件

はいっそうきびしいものになっているが，こうし

た計画が推進されていくならば，韓国の農村は，

第2次5カ年計画期に引き続き大きな変動をまぬ
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がれなU、であろう。

そこで注口すべきことは，セマウノレ運動の中で

強調されている「協同」ということである。

協同が強詞される理由は， 一つは能率の向上で

あり，いま一つは団結の強イじである。また，個々

の農民ではできないことも，協同にょっと達成で

きるとし、う ιともある。

第2次計蹴までのセマウル運動は，主として生

活環境の改善事業に逗点、があり，そうした！島村に

おける事業の性質上協同を必要とする場合が多か

ったし，また有効で、もあった。しかし，事業の中

心は農業の生産面に移行しなければならず，所得

の増大と結びつけねばならないととは政府も，民

間も強調しているところである。

したがって，この協同ということを，；農業，水

j宅業などの生産面においてどのように生かしうる

かが，今後のセマウル運動にとって重要な課題で

ある。

2次計開までの事業におし、ては，比較的農家の

階震ということを問題にせずにすますことができ

た。それでも， 3反以下の農家（全農家放の約30%)

が疎外されているとか， 1町以下の小農（悶60%)

が無視されているという批判が出ていた。これか

生産面の協同になってくれば，し、っそう階層の格

差が問題となってくるであろう。

もちろん緯題における協同は，土地の私的な所

有制のうえに立つての，いわば共同作業，共同労

働であり，ぞれも現在までれところ特定の枠は設

けられていないから，きわめて多誌な形で展開さ

れるであろう。しかも，協同はスローガンとして

強調されはするが，将来の農業のありかとの関連

で位置づけられたものではない。

むしろラ；；i!3次5カ年計闘では下，翠7；民の離きそ

あるいは「 1商 i:工場jの政策と結びついた零細
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兼業史家の増大を促進する可能性が大きいといえ

よう。韓国の議民が，予想される農村の激動に対

して，協同ということを生かしながら新たな換業

のあり方をきり開くことができるか否h，今後イ｝

注目していきたい。

また．セマ lうJv運動tこJ パ、ては，緯国において

もさまざまた問題が指摘されていることは紹介し

たが、それにもかかわらず，農民あるいはマウノレ

の倶I］において、 この運動を受け入オl，推進しよう

という側面がなければ，起こりえなかったことで

あろう。本稿では、その点にほとんど言及するこ

とができなかったので，今後の課題としたい。

（制金研究部〉
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